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バルタザル • アルド ラミン は 生きて ゐた 間、 己が 大 

ぶ 精し く 知って ゐ たから、 己が 今 あの 男に 成り 代って 

身上 話 をして、 諸君に 聞かせる ことが 出来る。 もうあ 

れがロ は 開く 時 は 無い。 笑 ふために も 歌 ふために も、 

ジェン ッァノ の 葡萄酒 を 飲む ために も、 ピエ ンッァ の 

無花果 を 食 ふために も、 その外の 事 をす るた めに も、 

永遠に 開く 時 は 無い。 なぜと 云 ふに、 あれ は サン • ス 

テ ファノの 寺の 石畳み の 下に 眠 つて ゐ るからで ある。 

両手 を 胸の 創 口の 上に 組み合せて 眠って ゐる。 此 創が 



こ つ ぜん 

一 七 七 九 年 三月 三日に あれが 若い 命 を 忽然 絶って しま 

つたので ある。 

バルタザル は 三十に なり 掛けて ゐた。 丁度 バルタ ザ 

ルの 父と 己の 父と が 小さい 時から 近附 きになって ゐた 

やうに、 バルタザルと 己と も 早くから 親しい友達 にな 

つて ゐた。 己 達 二人 は 殆ど 同時に 父 を 喪った。 その 亡 

ほ ヾ や， R た 

くな つた 父 も 略 同年 位であった。 あれが 館と 己の 館 

と は 隣 同士に なって ゐて、 二つの 館が 同じ 運河の 水に 

影 をう つして、 変った 壁の 色 を 交ぜ 合って ゐた。 バル 

タザ ルが 館の 正面 は 白 塗で、 それに 大 さの 違 ふ 

たんこうしょく 

淡紅色 の 大理石で 刻んだ ロゼットが 二 つ 嵌めて あつ 



あらう。 仮装 舞踏に 一 しょに 往 つて、 一 しょに そこ か 

, .1 うぢ 

ら 帰る 時 は、 二人の 外套の 袖と 袖と が 狭い 巷で 触れ 

たそがれ どき 

合った ものである。 彼 誰 時の 空に は 星の 色が 褪め 掛か 

る。 運河の 岸まで 歩いて 来る と、 潮気の ある 風が 海 か 

ひるが へ 

ら 吹いて 来て、 二人の 着物の 裾 を 翻す。 二人 は 色々 

に 塗った 仮面の 下の 熱した 頰の 上に、 暁の 冷たい 息 を 

感じた ので ある。 

こんな 風に 己 達の 青春 は 過ぎた。 H ネ チアの 少女 等 

は 恋愛で これに 味を附 けて 過 させて くれた。 波の 上 を 

すべる ゴンドラの 舟が、 ひまな 己 達の 体 を ゆすって く 

れた。 歌の 声 や 笑声が、 柔 かい 烈し さで 己 達の ひまな 



時間 を 慰めて くれた。 その 時の 反響が まだ 己の 耳の 底 

に 残って ゐる。 こんな 楽しかった 日の 記念の 数々 は、 

運河 のうね りの 数々 よりも 多く、 そ の 記念 のか ゾ やき 

は、 運河の 水の 光より 強い。 今から 思って 見ても、 あ 

の 生活 を 永遠に 継続す る ことが 出来たなら、 己 は 別に 

何物 を も 求めようと はしなかった だら う。 あの 生活 を 

どう 変更し ようと 云 ふ 欲望 は、 己に は 無かった だら う。 

ほほ M み 

只 目の前に ゐる 美しい 女の 微笑が 折々 変って、 その 唇 

が 己に 新なる 刺戟 を 与へ て くれさへ したら、 己 は それ 

に 満足して ゐ ただら う。 

併し バルタザル はさう は 思はなかった。 己の 胸 は あ 



みの 下に 眠って ゐる。 両手 を 胸の 創 口の 上に 組み合せ 

て 眠って ゐる。 

それ だから 己の 口から 今 諸君に あれが 身上 話 をし な 

くて はならぬ ことにな つた。 そこで 己、 ロレンツォ. 

ヰ ラミは 諸君に ことわって 置く が、 己の 話す の は、 己 

の 確かに 知って ゐる 事で ほ 無い。 只 あれが 不思議な 死 

を 説明す るた めに、 己の 推察した あれが 生涯で ある。 

只 或る 夜、 幹の 赤い 縦の 木の 林で、 己の 友人の H ネチ 

ァ人、 バルタザル • アルド ラミンが 己に 囁いだ やうに 

思 はれた 伝記で ある。 



ロレンツォ や、 聞いて くれ。 或る日の 事であった。 

己 (バルタザル) は 情人 バル ビ さんと 一 しょに ス キア 

ヲニ 河の 岸に 立って ゐた。 バ ルビさん は 日の 当たる 所 

にゐ るの が 好きだった。 それ は 髪が 金色 をして ゐて、 

それが 日に 照され ると、 美しく 光る からだ。 その 光る 

のが 己の 気に入る と 思って ゐ たから だ。 なんでも 自分 

の 美しい 所 を 己に 見せて、 己に 気に入る やうに と 努め 

てゐ たの だ。 そこでなる 丈 久しく 日の 当たる 所に ゐょ 

うと 思って、 自分の ま はリを 飛び 廻って ゐる 鳩に 穀物 

を 蒔 い て 遣る のが 面白 いと 云った。 バ ルビさん の 手 か 

ら 散る 粒 は、 金色の 雨が 降る やうに 見えた。 併し 己に 



はバ ルビさん は 容色が 余り 気に入って ゐ なかった ので、 

それ を 眺めて ゐる 代りに、 その 手から 餌 を 貰って ゐる 

小鳥 を 見て ゐた。 十二 羽 位もゐ ただら う。 羽 は 滑 かで、 

のど 

足に は 鱗が 畳な つて ゐて、 吭は紫 掛かって 赤く、 嘴 は 

珊瑚 色 をして ゐる。 皆む く/^ 太って ゐ るのに、 争つ 

て 粒を啄 んでゐ る。 この 卑しい 餌 を 食 ふの が 得意ら 

しい。 そのうち 鳩 は 仲間 を 呼び寄せた。 仲間が 密集し 

て そこへ おろして 来た。 このと たんに 己 は 目 を 転じて 

赫くラ クナの 水 を 見た。 一 羽の 大きい 純白な 鷗 が咳嗄 

れた声 をして 鳴きながら 飛んで 通った。 鋭い 翼で 風 を 

截 つて、 力強く 又 素早く 飛ぶ。 己 は此時 鳩と 鷗 との 懸 



だ。 なんでも 自分に 千万無量の 奇蹟 や、 意外の 出来事 

さしはさ 

が 発見 せられる やうに 思って、 其 間に 何の 疑 を も 挾 

こ つ ぜん 

まなかった。 己 は 忽然 強烈な 欲望 を 感じた。 そしても 

う 自分が その物 語め いた 境界に 身 を 置いて ゐる やうに 

思った。 若し 此 刹那に 己 を 呼び 醒 まして、 お前 はま だ 

さ マイル 

ヱネ チア を距る こと 数 哩 の議官 アンド レア • バル ヂ 

ピ エロの 別荘に ゐ るので はない かと 云 ふ ものが あった 

ことば 

ら、 己 は 何よりも 奇怪な 詞 として それ を 聞いた だら う _ 

そんな 風に 自分の 平生の 活計と 慣 熟した 境遇と を 脱 離 

したやうな 感じが、 己の 胸 一 ぱいに なって ゐ たので、 

自分が 極めて 奇怪な 極めて 喻决な 目的に 向って 住く の 



外 は 暑い から、 常なら 己 は 只 涼しい 蔭 を 尋ねて 其 中に 

這 入った だら う。 然るに 此時 入口 を 這 入る 己の 心の 臓 

は 跳った。 この 田舎め いた 岩窟の 中の 迂回した 道 を 歩 

いて 行ったら、 際限の 無い 不思議の ある 処、 又 事に よ 

つたら 己の 生涯の 禍福が 岐れる 処に出 はせ ぬかと 思つ 

たから だ。 

岩窟の 中 は 涼しくて 愉快であった。 湿った 石 壁に 凝 

した まう ざう 

つて 滴た る 水が 流れて 二つの 水盤に 入る。 寂しい 妄想 

に 耽りながら 此 中の 道 を 歩く 人に 伴侶 を 与 へ るた めか、 

きう リぅ いろ/ \ とリ けもの 

穹窿に は 銅で 鍩た 種々 の 鳥獣が 据ゑ附 けて ある。 最 

初 這 入った 一 室の 奥に は 第二の 瑣 暗い 室が ある。 その 



云った。 己 はとう/ \ 主人の 意に 任せる ことにして、 

それから 二人で 庭 を 歩いた。 主人 は 己に まだ 見な かつ 

た 所々 を 案内して 見せた。 主人の 花紋の ある 長い 上衣 

の 棲が、 砂の 上を曳 いて ゐる。 そして 手に は 長い 杖 を 

衝 いて ゐて、 折々 その 握りの 処を 歯で 噬む 癖が ある。 

バル ヂピ ェ 口 はま だ 杖に 鎚 つて 歩く やうな 体で は 無 

い。 綺麗に 剃った 頰に刈 株の やうな 白い 髯の 尖が 出掛 

かって はゐ るが、 体 は 丈夫で しっかりして ゐる。 己 達 

は 緑の 木立に 囲まれた 立像の 前に 足を駐 めた。 主人 は 

ことば 

その 裸体 を 褒めた が、 其 詞は此 人が 形の 美 を 解して 

ゐ ると 云 ふこと を 証す る詞 であった。 その外 主人 は 杖 



ち ゾ き ギ J ぬ か ぶ 

黒ん坊 は 銶れた 毛の 上に 黄 絹の 帽を 被って ゐる。 帽の 

上に は鷺の 羽が ゆら/ \ と 動いて ゐる。 耳に は 黄金の 

環が 嵌めて ある。 黒い 手で 注いで くれる の は、 己の 大 

好な ジェン ッァノ の 葡萄酒 だ。 己 は それ を 飲めば 飲む 

程 機嫌が 好くな つたが、 主人の 顔 は 見る見る 陰気に な 

つた。 己に 盛んに 飲食 させながら、 主人 は 杯に も 皿に 

しょくき ふる 

も 手 を 着けずに ゐる。 併し 此 場合に 己の 食 機の 振った 

の は、 矢 張 模範と して 好い 事 かと 思 ふ。 無論 旅 をして 

腹 を 空かして ゐ るので、 不断より 盛んに 飲食した に は 

違 ひない。 併し それば かりで は 無い。 一体 世間 を 広く 

渡った 人の 言って ゐる 事が 譃 でないなら、 己 は 今にも 



しくても、 どこか 悪い 処が あるの だら うか。 バル ヂピ 

エロの 年齢 はもう 性 命 を 維持して 行く 丈の 力し か 無く 

なる 頃に なって ゐる。 あれで も 若し 将来に 於いて 自分 

に ふさ はしい 限の 事 をして ゐ たら、 まだ 長く 体 を 保つ 

て 行かれる だら う。 然るに この バル ヂピ ェ 口 はもう 若 

あきらめ 

いもので 無い と諦 念を附 ける ことの 出来ない 人と して、 

世間の 人に 知られて ゐる。 此人は 今 も 機会が あったら 

若い ものの 真似 をしょう として ゐる。 自分で は控 目に 

して ゐ るの かも 知れぬ が、 それでも その 冒険が 度 を 過 

ぎて ゐる らしい。 

いろ/ \ 話 をして ゐる うちに、 己が かう では ある ま 



燭 火の 下で 逢 ふ 時 は、 其 女 は 顔 を も 体 を も 己に 隠さな 

かった。 そのうちに バル ヂピ エロの 別荘に ゐた 未知の 

女の 俤は、 己の 記憶の 中で 次第に 朧気に なって、 己が 

フランスへ 旅立つ 頃に は、 とう/ \痕 なく 消えて しま 

つた。 

パリィと 云 ふ 美しい 都会の 遊興 は、 その 多寡 を 以て 

論じても、 その 精粗 を 以て 論じても、 全く 人の 意表に 

出て ゐる。 己 は あらゆる 遊興に 身 を 委ねて、 月日の 過 

ぎる の を 忘れて ゐた。 舞踏が ぁリ、 合奏 会が ぁリ、 演 

劇が あるが、 それば かりで は 無い。 バル ヂ ピエロの 紹 

介 状が 用に 立って、 己 は 種々 の 立派な 人達に 交際す る 



だした。 庭園に は 女の 軽々 とした 歩みの 反響が し 始め 

た。 己が 晩年に 贏ち 得た、 これ 程の 楽しい 月日 は、 総 

て是れ 御身の 賜 もの だ。 己 は 折々 女と 一し よに あの 

いはむ ろ い 

岩窟に 入る ことがある。 其 時 は 女の 若 やかな 涼しい 声 

が、 あの 岩の 隙間から 石盤の 中に 流れ 落ちる 水の 音に 

も 優って 聞え る。 己 は 幸福の 身と なった。 女 は 己に 略 

奪せられ たこと を も、 過度の 用心の ために 己に 拘禁せ 

ら れてゐ たこと を も、 最早 遺恨と はしない らしかった _ 

今の 新 生活が 女に は 気に入る らしかった。 女は此 間に 

己の 心 を 左右す る 無制限の 威力 を 得た。 己 はとうく 

御身の 名 を 白状した。 女 は 今 御身が 誰 だと 云 ふこと を 



をした こと も ある。 そのうち 一年ば かリ 立った。 或る 

時 己 は 忽然 本国が 見た くな つた。 中に も 見たかった の 

はヱネ チアで ある。 丁度 その 時 己 は アムステルダムに 

ゐた。 あそこ は 幾多の 運河が 巿を 貫いて 流て ゐる所 丈 

恋しい ヱネ チアに 似て ゐ るが、 土地の 美し さも 天の 色 

も遙 かに 劣って ゐる。 己 は 博奕の 卓に 向って 坐して、 

勝ったり 負けたり して ゐる うちに、 ふいと 卓に 覆って 

ある 緑の 羅紗の 上に 散らばった 貨幣の 中に、 金の チェ 

ッ キノが 一 つ 交って ゐ るの を 見附けた。 己 は それ を 拾 

ひ 上げて 手 まさぐ つた。 貨幣 は H ネチァ 共和 政府の 錶 

造した もので、 羽の 生えた 獅子の 図が ある。 その 時 己 



鳩の 一 羽 を 手の平に 載せて ゐる やうな 気がした。 その 

鳩 は 白くて 温かで、 吭の 下に 丁度 匕首で 剌 された やう 

な、 血痕の やうな、 赤い 斑 を 持って ゐる。 

一 一 三 週の 後に は 己 はもう イタリアへ 帰る 途中に ゐた _ 

此 旅行に はなん の 故障 もなかった。 己 は バル ヂ ピエロ 

の 譲って くれた 別荘に 泊った。 丁度 その 曰 は 天気が 好 

くて、 庭に は 花の香が 満ちて ゐた。 己 は 黒ん坊に 案内 

まごと 

させて、 別荘の 間 毎の 戸 を 開けさせて 見た。 併し 己 を 

不思議な 目に 合せて、 続いて 老人が 手紙で 注意し て く 

れ たやうな 運命に 陥 いれた、 例の 部屋 は 見附から なか 

つた。 どの 部屋へ も 窓から 日が 一 ぱいに さし 込んで ゐ 



る。 どの 部屋 も 秩序と 平和との 姿 を 見せて ゐる。 己 は 

記憶の ある 鏡の 広間に 食事 を 出させて 食べた。 その 時 

こと ん\ 

己は考 へた。 この 一 切の 事件 は 悉 く 己の 妄想の 産み 

出した 架空の 話で は あるまい か。 あの 日に 飲んだ ジェ 

ンッ ァノの 葡萄酒に 酔って 見た 夢で は あるまい かと 考 

へた。 バル ヂ ピエロの をぢ さんの よこした 手紙 だ つ て 

あの 日の 笑談の 続き だと 思 はれぬ こと もない。 無論 を 

ぢ さん は 死んだ に は 違 ひない。 併し あの 年に なれば 死 

あた リま へ 

ぬの は 当然で ある。 何も 誰かが わざ/ \ 手段 を 弄し 

て それ を 早めた と 見なくて はならぬ こと は 無い。 己 は 

こんな 風に 考 へて 疑問の 解決 を 他日に 譲る ことにした。 



格と 礼節と を備 へた 態度 を 以て 己に 接した。 そして 君 

は 紳士と 己との 二人の 手 を 一 つに して 握って くれた。 

そんな わけで、 君が 彼 青年 紳士 レオ ネル 口の 友人に 

なった やうに、 己 も 亦 あの人の 友人に なった。 己 は 君 

がどうして あの人と 相識に なった かと 云 ふ 来歴 を 聞い 

た。 レオ ネル 口 は パレルモに 生れた の だ。 それ を 両親 

が 当世風の 生活に 慣れさせる ために H ネ チアに 来させ 

たの だと、 レオ ネル 口が 自ら 語った。 もう 此 土地に 来 

てから 一 年ば かり 立って ゐて、 レオ ネル 口 はどう やら 

此 土地 を 第二の 故郷に して、 パレルモの 事 を 忘れて し 

まったら しかった。 レオ ネル 口 は 全く シチ リア 風の 特 



に 来たの は、 兼て 極めてあった 五 人の 友達で ある。 君 

達 は 皆 仮装 をして、 それ を 一 輛の 美しい 馬車が 満載し 

しょ/、 

て 来た。 そこで 己 は 君達 を 別荘の 所々 に 連れて 廻って、 

いはむ ろ 

あすの 遊びの 準備 を 見せた。 あすの 晚に は、 庭の 岩窟 

に 蠟燭を 焚いて 舞踏会 をして、 それから 鏡の 広間で 宴 

しゅ ん\ 

会 をしょう と 云 ふので、 己 は 君達と 種々 の 評議 をして、 

今宵 は 明かりの 工合 を 試験して 置く と 云 ふこと になつ 

た。 己 は レオ ネル 口と 臂を 組み合せて 鏡の 広間に 立つ 

てゐ た。 レオ ネル 口 は 笑 ひながら 仮面 を 扇の やうに し 

て 顔の ほてり を さまして ゐた。 己 は 中央に 吊る 燭台の 

明かり をた めすた めに、 窓 を 締めて 窓掛を 卸す こと を、 



蠟 燭が附 いてから、 己 達が バルタザル • アルド ラミ 

ンを 抱き起して 見たら、 その 胸に は 一 つの 匕首が 深く 

刺し貫い てあつた。 その 尖 は 心の 臓 を 穿った と 見えて、 

アルド ラミン は 即死して ゐ たので ある。 

四 

我々 七 人の 客 は あっけに 取られて、 身動き も 出来ず 

に、 屍骸の 周囲に 立って ゐた。 七 人と 云 ふの は ルド ヰ 

コ- バル バリ ゴ、 ニコレ • ヲレ ダン、 アン トニ ォ. ピ 

ルミ ァニ、 ジュ リオ • ボッタ ロル、 ォ クタ ヰォ • ヱル 



た 闇 を 利用して、 アルド ラミン を剌 したの かも 知れぬ 

と 云 ふ 疑惑で ある。 人間の 心 は 秘密 を 蔵して ゐる もの 

である。 世間に は 隠蔽 せられて ゐる 事が 沢山 ある。 併 

せき かく 

しそれ にしても 其 刺客 は 誰 だら う。 誰が これ 程の 陰険 

な 事を敢 てした だら う。 あれ だら うか。 これ だら うか _ 

誰の 胸の 中に も 不安の 念が ひそ やかに 萌して 来た。 

あ ひさいぎ 

そして 互に 相 猜疑して、 平気で 目 を 見合せ る ことが 出 

来 なくなった。 我々 は 物 を 探る 様な 目な ざし をして 鏡 

の 影 を 見た。 鏡の 一 面 毎に 我々 の 顔と アルド ラミンの 

死骸と が 変って うつって ゐる。 そして その 死骸が 我々 

の 中の 誰 を も 皆 仇敵と して 指さして ゐ るかと 思 はれる _ 



第に それ をゐ ざら せて、 とう/ \ ずば抜けさせた。 そ 

して 己 は あたり を 見廻した。 

地に 插 した 一 本の 松明が 今少しで 燃えて しま ふ 所で 

ある。 その ゆらめく 燄がピ ニイの 木の 赤い 幹 を 照す。 

それに 裸体の 人が 縛り 附 けられて ゐる。 レオ ネル 口で 

あらう。 忽ち 一陣の風が 吹いて 来て、 松明が ぱっと 明 

るくな つた。 レオ ネル 口に 違 ひない。 闇夜 を 背景に し 

て 白皙な 体が 浮いて 見える。 併し これ は 夜目の 迷で あ 

らう か。 まやかしの 幻影で あらう か。 その 体 は 女の 体 

である。 併し 女の 体で ゐて、 矢 張 レオ ネル 口で ある。 

顔 は そむけて ゐて 見えない。 見える の は 只 髪 を 短く 刈 



ゐて も、 己の 頭に は 思想が 相 駆逐して ゐる。 此 思想 は 

きう ふん 

初め 生じた 時糾紛 して 曖昧で あつたが、 それが 次第に 

透徹に なって 来た。 事実の 真相が 露呈して 来た。 そし 

て 己 は アルド ラミンの 口から、 今 己の 話した 通りの 事 

を 聞く やうな 気がした。 

よ きこ：；' 

夜が 明けて 樵 夫が 一 人通り 掛かった。 それが 己の 繩 

を 解いて くれた。 その 時 は 己 は 苦痛と 疲労との ために 

失神して ゐ たので ある。 己 は 気が 附 いて 見る と、 地に 

僵 れてゐ た。 己の 目 はすぐ に レオ ネル 口に 似た 裸体の 

女の 縛り 附 けられて ゐたピ ニイの 木 を 尋ねた。 併し も 

うそ こに は 姿が 見えなかった。 察する に 其 人 は 夜の 明 



けぬ 間に 繩を 抜けて 逃げた の だら う。 己 は 木の下に 歩 

み 寄った。 一箇 処繩で 摩られて、 木の 皮が 溝の やうに 

窪んで ゐた。 そして 木の 根に は ちぎれた 繩が 落ちて ゐ 

た。 樵 夫 は それ を 拾って 囊に 入れた。 薪 を 束ねる 料 

にしようと 思った の だら う。 己 は 黙って 樵 夫に 附 いて 

小屋まで 往 つて、 樵 夫に 荒い 布の 衣服 を 貰った。 

己 は 無事に H ネ チアに 帰った。 紫色の 空気 を 波立た 

せて、 サン • ステ ファノ 寺の 鐘が 響いて ゐた。 そして 

アルド ラミンの 家の 館の 古い 壁に 嵌めて ある、 血の や 

うな 色の 大理石の 花形が、 運河の 水に うつって ゐた。 
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